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を「労働の低質化 degradation of labor」の過程と重
ね合わせて，それらの過程の行きつく先に，構想の
一切を資本家が独占するテイラー主義的な労働統制
の光景を描き出しているから，本稿の見解とは根本
において距離があろう。拙稿［２００３］１６５頁も参照せ
よ。
３５）鈴木編［１９６０・６２］上，８４―８５頁，大内［１９８１・８２］
上，２０２頁も参照せよ。
３６）中岡［１９７１］は，熟練というと，とかく手先の器
用さと強く結合しているというイメージで捉えられ
がちであるが，実際にはカンやコツと呼ばれるもの
よりもはるかに複雑で総合的な判断能力のことを指
しており，むしろ「頭脳や知識」との結合度の方が
強いという見方を示している（１０６頁）。これは明ら
かに，熟練の習得とは「素材や工程にかんする知識
と熟達した手先の器用さとの結合」のことを指すと
いうブレイヴァーマンの定義に基づいた見方であろ
う（Braverman［１９７４］〔訳〕４８０頁）。カンやコツと
いう言葉の解釈の違いを抜きにすれば，本稿として
も同意しうる見方である。
また岩淵［１９８０］は，作業者の熟練を知識（基礎
的科学知識・専門的工学知識）と技能との二つから
成り立つものとした上で，技能には「学習・訓練に
よって集積されている知識・情報の中から，作業に
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あたってその必要なものを選択・処理し，それを最
適なものとして判断（意志決定）する知的操作技能」
が含まれるという見解を示している（５５―５６頁）。坂
本［２０１７］２５―３１頁も参照せよ。
３７）鎌倉［１９９６］は，「労働は，孤島のロビンソン・ク
ルーソーのように一人孤立して行われるのではない」
と述べた上で，意識的に集団を形成し，その集団内
部で労働の目的を共有することができるという「共
同性」が，自主性や創造性とともに人間労働の重要
な特徴をなすという見解を示している（１２６―１２８頁）。
馬淵［２０１２］１０２―１０６頁も参照せよ。
３８）すなわち，マルクスは労働組織を論じる上で，軍
隊組織とオーケストラという二通りの例示を用いる
格好になっているわけである。ただこれらが，果た
して同じ意味での例示になるかどうかには一考の余
地がある。
「民主主義は工場の入口まで」という標語は，なる
ほど，上官の命令への絶対服従の求められる軍隊の
ヒエラルキーには妥当しそうに思われる。しかしオ
ーケストラの場合，指揮者がリハーサルをつうじて
楽想の解釈を説明したり，その説明にたいする質問
を受けつけたり，反対意見にも耳を傾けたり（せめ
て傾ける振りをしたり）しながら楽団員を説得する
プロセスが欠かせず，指揮者が白といえば黒でも白
になるわけでは必ずしもない。
内心では「民主主義はリハーサル室の入口まで」
と考えている指揮者も，本番の演奏はリハーサル室
の外にあるコンサート会場で行わざるをえず，聴衆
の面前で非民主主義的な振る舞いを見せるわけには
いかない。さらに指揮者の選定自体も，楽団員の合
議や投票によって決められることも多いから，似て
いるのは軍隊組織よりもむしろ株式会社かもしれな
いのである。
３９）資本家は，労働時間の浪費や，原料・労働手段の
目的に反した使用が行われないように監視して，「自
分のものをなくさないように注意する」必要がある
という説明は，その好例であろう（K .，，S.２１０，〔１〕
３４２頁）。
４０）内部請負制は，このことを示す好個の事例になろ
う。マルクスも『資本論』第１巻第６篇第１９章「出
来高賃金」のなかで，「主要な労働者」（マニュファ
クチュアでは組長，鉱山では採炭夫，工場では本来
の機械工）が資本家の決めた出来高当たりの労働単
価で契約を結んだ後に，資本家になり代わって自分
の「補助労働者」を募集して，彼らへの賃金支払を
行うという内部請負の事例を紹介している（K .，，S.
５７７，〔３〕８６頁）。
また Nelson［１９７５］によれば，１９世紀後半のアメ
リカでは，それまでの内部請負人に代わって俸給制
の職工長（Foreman）が登場したが，彼らは労働者
の雇用や訓練，労働時間の監視を行っただけでなく，
賃金率の決定や生産方法の決定，加工費やその品質
の確定まで行った。そのためこの時期の工場は，さ
ながら「職工長帝国」の様相を呈したという（６５―１０６
頁）。大島［１９８０］１６９―１７９頁，尾高［１９８８］８２―８５頁，
菅原［１９９６］２７２―２７４頁，鈴木［２００１］２２頁，２５―２６
頁も参照せよ。
内部請負人にせよ職工長にせよ，彼らによる労働
統制の始まりが，労働組織そのもののデザインを構
想する時点にまで遡ることに変わりはない。拙稿
［２０１７・１８］（２）７５―８０頁も参照せよ。
４１）この批判を支持するものとして，伊藤［１９８１］１６９
頁，菅原［１９９７］３０６―３０７頁も参照せよ。
４２）菅原［１９９７］は，マルクスが労働過程論の冒頭で
考察しているのは，たんなる個別的な労働過程では
なく，社会的生産編成の下にある「代表単数」的な
労働過程であるという解釈を示している（２６８頁）。
その上で，労働過程論の内容には，技術的確定性を
もつ運輸労働や保管労働に加えて，それをもたない
「社会的生産を編成する労働」までが含まれなければ
ならないという（２９２頁）。
菅原の説明では，「社会的生産を編成する労働」と
は，売れ行きの良い商品を物色したり，今後良くな
る商品を予測したりすることを指している（３０２―３０３
頁）。これは事実上，資本家的活動の同義語といって
よいであろう。
４３）すでに述べたように，生産労働中心の労働概念の
ベースには，人間が外部の自然に働きかけて物質代
謝を媒介する過程が労働過程であるという発想があ
る。おそらく「物質代謝 Stoffwechsel」というのは，
生物学（生命科学）由来の概念といってよいであろ
う。出発点の発想が生物学的であるからこそ，続い
て蜜蜂の動作と建築家の労働とを区別することが自
然な流れになるのである。マルクスが『資本論』の
執筆に際して，ダーウィンの進化論を強く意識して
いたことはよく知られている。また齋藤［２０１７］に
よれば，マルクスが晩年に自然科学研究に熱中した
背景には，リービッヒの農芸化学（および略奪農業
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批判）の強い影響があり，その影響はマルクスが物
質代謝概念をますます重視するようになったことに
現れているという（４０―４５頁）。
しかし，外部の自然に働きかけるためには，まず
働きかけることが可能な距離に身を置いて，作業ス
ペースを設定し，そこに適切な労働手段を運び込む
ことが必要になる。この役割は，労働対象や労働手
段を市場から調達する以外にない資本主義的生産の
下では，流通労働に委ねられる。さらに資本主義的
生産の下では，労働力を調達することも流通労働に
委ねられる。調達した労働力が正常な品質をもつか
どうかを確認する検品作業も含めて，流通労働の範
囲は，生産労働の初期条件を設定することへと拡張
されるのである。
なお Benton［１９９３］は，マルクスの人間観は，ダ
ーウィンの進化論の影響もあって徐々に「人間／動
物連続主義」（〔訳〕１２２頁）的な方向へと転換したも
のの，最後に至るまで，人間と動物とを対立的存在
とみなす初期以来の「人間／動物二元論」（〔訳〕１２２
頁）の残滓が完全に払拭されることはなかったと述
べている。
４４）真っ先に思いつくのは，マルクスが労働過程論の
冒頭で断っていたように，「労働過程はまず第一にど
んな特定の社会的形態にもかかわりなく考察されな
ければならない」から，特殊歴史的な流通労働は考
察しないという理由づけであろう。
しかしこれは，労働過程論の内部で流通労働を考
察しない理由づけにしかならない。では，労働程論
の外部で流通労働がどう考察されてきたかといえば，
すでにくり返し述べてきたように，正式な流通労働
論らしきものはほとんどなかったというのが実情で
あろう。
４５）流通労働と同じように，事務労働も，これまで労
働理論の片隅に追い遣られてきた。事務労働を本格
的に論じた希少な論考として，川口［２０１２］１２８―１３６
頁を参照せよ。
４６）この見方にたいする批判としては，角谷［１９６６］
５３頁を参照せよ。
４７）このことから接客労働に生じる三極関係（労働者・
管理者・顧客間の統制関係）の変容については，
Leidner［１９９３］p．１３１―１４５，鈴木［２０１２］５３―５７頁を
参照せよ。
（なお，参考文献については，第５３巻第３号で示す）
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